
検 索長崎市議会
本会議の模様を長崎ケーブルメディアやインターネットで生中継しています。
また、インターネットでは録画中継もご覧になれます。YouTube（ユーチューブ）でも視聴できます。
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令和５年９月定例会を次のとおり開催しました。

９月１日

本会議
（議案上程（委員会付託））
常任委員会
本会議（委員長報告）

９月７・８日 本会議（市政一般質問）

９月11日 本会議（市政一般質問、追加
議案上程（委員会付託））

９月12日 常任委員会
本会議（委員長報告）

９月13・14日 常任委員会
９月19日 特別委員会
９月20日 本会議（委員長報告等）

一般会計補正予算（第６号）を修正可決
＜主　な　内　容＞

◆原油価格・物価高騰対策に係るもの
◆施策の推進に係るもの
　○長崎ペンギン水族館施設整備事業費
　　・キャッシュレス対応の駐車場料金事前精算機の整備
　○農業振興施設整備事業費補助金（長崎びわ寒害対策施設）
　　・簡易ハウスの整備・小型温風機の導入支援
　○バスロケーションシステム導入事業費補助金
　　・�バスの接近情報など運行状況をリアルタイムで表示

するスマートバス停の整備費用を支援

※�本議案の修正部分の内容については、６ページの常任委
員会における審査の主な内容（建設水道委員会）をご覧
ください。

詳しくは、ホームページで
ご覧になれます。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

	

早
急
に
建
て
替
え
場
所
の
選
定
が
必
要

で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
組
織
体
制
や
検
討

状
況
を
伺
い
た
い
。

�

今
年
4
月
に
新
た
に
市
民
生
活
部
に
部

内
の
施
設
調
整
等
を
担
当
す
る
理
事
と
自
治

振
興
課
に
担
当
係
長
を
配
置
し
、
組
織
体
制

を
整
備
し
た
。
建
て
替
え
場
所
に
つ
い
て
は
、

長
崎
市
新
火
葬
場
整
備
基
本
構
想
で
掲
げ
る

6
つ
の
視
点
を
も
と
に
、
現
在
地
と
同
程
度

以
上
の
面
積
を
有
す
る
市
有
地
を
数
十
か
所

抽
出
し
た
上
で
、
庁
内
の
検
討
会
議
に
加
え
、

関
係
部
局
長
も
含
め
て
協
議
を
行
い
、
さ
ら

に
一
定
数
ま
で
の
絞
り
込
み
に
向
け
て
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
長
崎
市
火
葬

場
整
備
計
画
審
議
会
で
も
意
見
を
伺
い
な
が

ら
数
か
所
程
度
に
絞
り
込
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
建
設
候
補
地
選
定
後
も
、

建
設
地
決
定
ま
で
は
地
元

へ
の
説
明
な
ど
一
定
の
期

間
を
要
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
候
補
地
選
定
に
つ
い
て
は
早

期
に
整
理
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

火
葬
場
の
建
て
替
え

問答

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
・
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の

拡
充

	

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
推
進
の
た
め
、
感

染
症
対
策
に
も
有
効
な
非
接
触
型
給
水
器
を

計
画
的
に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

削
減
や
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
つ
な
が
る

と
と
も
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
熱
中
症
対
策

と
し
て
も
重
要
な
取
組
で
あ
る
。

　
令
和
4
年
度
以
降
、
科
学
館
、
あ
ぐ
り
の

丘
、
新
市
庁
舎
、
ペ
ン
ギ
ン
水
族
館
、
体
験

の
森
の
中
の
森
林
体
験
館
に
給
水
器
を
設
置

し
て
お
り
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
な
が
さ
き

エ
コ
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
タ
で
も
、
多
く
の
市

民
の
方
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
、
移
動
式
の

給
水
器
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
旧
型
給
水
器
の
利
用
状
況
や
施

設
の
管
理
状
況
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
を
勘

案
し
つ
つ
、
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
推
進
を
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

公
明
党

久ひ
さ

　
八や

す

し
寸
志

市
民
ク
ラ
ブ

五い
つ
わ輪

　
清き

よ
た
か隆

▶ 議決結果（詳細はP ７）
・�市長提出議案� 原案可決� 45件
� 修正可決� １件
� 人事案件同意� ２件
� 専決処分の報告等�７件
・�請願� 不採択� １件

一 般 質 問 質問した順番で掲載しています。
各議員名の下にあるQRコード※から質問の映像をご覧になれます。

▲もみじ谷葬斎場

▲市庁舎の給水器

一
般
質
問

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果
、

人
事
、
請
願
等

行
政
視
察
等

概
要

一
般
質
問
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昭
和
時
代
に
造
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
長
崎
ス
タ
イ
ル

の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
（
バ
ス
停
か
ら
自
宅

ま
で
の
移
動
手
段
）
の
取
組
が
必
要
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

既
存
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
路
線
が
存
在
す
る
も
の
の
、
高
齢
化
に

よ
り
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
に
負
担
を
感
じ
る

住
民
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
で
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

の
取
組
と
し
て
は
住
民
相
互
の
支
え
合
い
の

考
え
な
ど
を
基
本
と
し
つ
つ
、
具
体
的
に
地

域
か
ら
の
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、
他
都
市
の

事
例
や
国
の
補
助
金
の
活
用
な
ど
、
本
市
と

し
て
も
可
能
な
限
り
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
取
組
に
際
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業

と
の
兼
ね
合
い
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

市
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
に
重
要
な
こ
と
で
あ

る
た
め
、
引
き
続

き
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

長
崎
ス
タ
イ
ル
の
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

問答

	

斜
面
市
街
地
に
住
宅
が
多
い
本
市
の
住

宅
政
策
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
に
つ
な

が
る
効
果
を
上
げ
た
の
か
、
効
果
の
検
証
結

果
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

斜
面
市
街
地
に
多
い
空
き
家
等
に
活
用

で
き
る
リ
フ
ォ
ー
ム
等
へ
の
助
成
を
行
う
と

と
も
に
、
令
和
3
年
度
か
ら
は
若
者
等
に
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
民
間
事
業

者
の
取
組
を
認
定
す
る
「
住
み
よ
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
協
力
認
定
制
度
」
を
開
始
し
、
市

民
や
移
住
者
へ
の
住
宅
供
給
や
情
報
発
信
、

住
宅
問
題
等
に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
う

仕
組
み
の
構
築
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

取
組
の
効
果
は
一
定
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
斜
面
市
街
地
で
は
、
交
通
環
境
の
改

善
や
居
住
需
要
の
喚
起
が
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
努

め
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
も
連
携
し
、

使
え
る
空
き
家
を
活
用
し
て
若
い
世
代
等
の

居
住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

斜
面
市
街
地
の
住
宅
政
策

問答

な
が
さ
き
ミ
ラ
イ

平た
い
ら

　
た
け
し

自
民
創
生

梅う
め
も
と元

　
建け

ん
じ治

	

こ
れ
ま
で
の
10
年
間
の
評
価
と
、
今
後

の
継
続
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

新
大
工
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
や
、

町
家
の
維
持
と
再
現
に
係
る
47
件
の
助
成
、

唐
人
屋
敷
の
顕
在
化
事
業
、
山
手
地
区
に
お

け
る
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
策
定
と

事
業
着
手
、
95
件
に
及
ぶ
ま
ち
ぶ
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
認
定
事
業
な
ど
に
よ
り
、
減
少
傾

向
に
あ
っ
た
ま
ち
な
か
の
歩
行
者
通
行
量
が

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
増
加
傾
向
に
転
じ
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
新
長
崎

駅
ビ
ル
や
長
崎
ス
タ

ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
な
ど

の
新
た
な
集
客
拠
点

か
ら
生
ま
れ
る
に
ぎ

わ
い
を
ま
ち
な
か
ま
で
呼
び
込
む
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
を
継
続
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

の
商
店
街
や
自
治
会
、
活
動
団
体
と
連
携
し

た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
取
組
が
生
ま
れ
る
よ

う
ま
ち
な
か
の
支
援
を
続
け
て
い
く
。

ま
ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
と
今
後

問答

	

策
定
か
ら
5
年
が
経
過
し
た
本
計
画
の

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
評
価
と
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

都
市
機
能
の
誘
導
に
つ
い
て
は
、
出
島

メ
ッ
セ
長
崎
の
開
業
や
JR
長
崎
駅
ビ
ル
な
ど

の
建
設
が
進
み
、
居
住
機
能
の
誘
導
に
つ
い

て
は
、
新
大
工
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

の
完
成
や
、
緩
和
し
た
容
積
率
を
利
用
し
た

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
進
む
な
ど
、
計
画
に
定

め
た
居
住
誘
導
区
域
内
の
人
口
密
度
は
目
標

値
に
届
い
て
い
な
い
も
の
の
、
一
定
の
成
果

が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
計
画
の
改

定
作
業
を
進
め
る
中

で
、
進
捗
状
況
や
効

果
、
課
題
等
に
つ
い

て
整
理
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
公
共
交

通
機
関
の
利
便
性
の
維
持
を
は
じ
め
、
土
地

利
用
の
規
制
緩
和
な
ど
各
種
誘
導
施
策
等
に

取
り
組
み
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
、
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

立
地
適
正
化
計
画
の
今
後
の
方
向
性

問答

な
が
さ
き
ミ
ラ
イ

森も
り

き
ょ
う
へ
い

市
民
ク
ラ
ブ

中な
か
や
ま山

　
　
大だ

い

▲�住みよかプロジェ
クトのロゴマーク

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果
、

人
事
、
請
願
等

行
政
視
察
等

一
般
質
問
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本
市
の
公
立
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
率
は
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
が
、
国
も
目
標
を
定
め
洋
式
化
を
進
め
て

い
く
中
、
今
後
の
取
組
は
い
か
が
か
。

�

本
市
で
は
新
築
・
改
築
校
を
は
じ
め
、

既
存
校
に
つ
い
て
も
、
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
元
年
度
ま
で
の
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
工
事

に
お
い
て
、
当
時
の
子
ど
も
の
数
か
ら
算
出

し
た
必
要
便
器
数
に
対
し
、
小
学
校
は
80
％
、

中
学
校
は
50
％
と
す
る
目
標
を
設
定
の
上
で

洋
式
化
を
進
め
た
結
果
、
一
定
目
標
は
達
成

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
洋
式
化
改
修
の
計
画
時
か
ら
一

定
期
間
経
過
し
て
お
り
、
社
会
全
体
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
意
見
、
県
内

の
学
校
の
状
況
、
文
部
科
学
省
の
動
き
を
踏

ま
え
、
こ
の
基
準
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問答

土
地
利
用
規
制
緩
和
に
よ
る
人
口
減

少
抑
制
策

	

人
口
減
少
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
若
い

世
代
が
求
め
や
す
い
安
価
な
住
宅
を
供
給
で

き
る
よ
う
、
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用

規
制
を
緩
和
す
る
な
ど
の
施
策
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

住
宅
の
供
給
戸
数
を
増
や
す
た
め
、
規

制
さ
れ
て
い
た
市
街
化
調
整
区
域
で
の
住
宅

団
地
開
発
を
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
地
区

計
画
制
度
を
用
い
て
可
能
と
し
た
り
、
開
発

に
お
け
る
一
戸
当
た
り
の
最
低
敷
地
面
積
の

緩
和
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
市
街
化
調

整
区
域
で
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
、
既
存
制

度
を
よ
り
即
効
性
、
実
効
性
が
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
、
既
に
見
直
し
に
着
手
し
て
い
る
。

ま
た
、
土
地
利
用
の
高
度
化
に
よ
る
住
宅
供

給
戸
数
の
増
加
策
と
し
て
容
積
率
を
緩
和
し

て
お
り
、
徐
々
に
効
果
が
見
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な

る
住
宅
供
給
戸
数
の

増
加
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

公
明
党

林は
や
し

　
　
広ひ

ろ
ふ
み文

公
明
党

福ふ
く
ざ
わ澤

　
照て

る
み
つ充

	

本
市
の
学
校
給
食
費
は
全
国
的
に
も
負

担
が
低
く
な
っ
て
い
る
が
、
質
の
高
い
学
校

給
食
と
い
う
観
点
か
ら
今
後
の
給
食
費
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

�

学
校
給
食
費
は
平
成
20
年
度
を
最
後
に

改
定
し
て
お
ら
ず
、
消
費
税
増
税
や
食
材
価

格
の
上
昇
な
ど
も
あ
り
、
献
立
作
成
に
苦
慮

し
て
い
る
。
特
に
、
昨
年
度
の
急
激
な
物
価

高
騰
に
よ
り
、
現
在
の
給
食
費
で
は
栄
養
価

等
を
満
た
す
給
食
を
作
る
こ
と
は
困
難
と
判

断
し
、
昨
年
度
及
び
今
年
度
に
つ
い
て
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
保
護
者
負

担
額
を
据
え
置

い
て
い
る
。

　

今
年
度
も
食

品
に
係
る
物
価

は
上
昇
を
続
け

て
い
る
こ
と
か

ら
、
質
の
高
い
給
食
の
提
供
の
た
め
に
は
、

1
食
当
た
り
の
単
価
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い

と
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
単
価
上
昇
が
新
た

な
保
護
者
負
担
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
の
今
後
の
在
り
方

問答

	

地
元
か
ら
は
早
期
完
成
を
求
め
る
声
が

あ
る
が
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

�

車
道
幅
員
が
4
メ
ー
ト
ル
と
狭
小
な
葉

山
橋
に
つ
い
て
は
、
通
行
車
両
及
び
歩
行
者

の
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
地
元
か
ら
の
拡

幅
要
望
も
受
け
、
平
成
20
年
度
に
事
業
に
取

り
か
か
り
、
用
地
取
得
や
関
係
機
関
と
の
協

議
を
経
て
、
令
和
4
年
4
月
か
ら
橋
の
拡
幅

工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
工
事
内
容
は
、
橋

を
架
け
替
え
、
車
道
6
メ
ー
ト
ル
と
両
側
に

歩
道
を
設
け
る
も
の

で
、
1
期
目
の
工
事

と
し
て
、
計
画
全
体

幅
員
12
メ
ー
ト
ル
の

う
ち
5
メ
ー
ト
ル
の

架
設
を
令
和
5
年
4

月
に
完
了
し
、
現
在
は
橋
に
取
り
付
け
て
い

る
水
道
管
や
ガ
ス
管
の
移
設
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
既
設
の
橋
の
撤
去
や
残

り
の
橋
の
架
設
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
工

事
発
注
手
続
き
を
進
め
、
令
和
6
年
秋
の
完

成
を
目
指
し
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
て
い
く
。

市
道
葉
山
線
の
葉
山
橋
拡
幅
工
事
の

進
捗
状
況

問答

自
民
創
生

柿か
き
た田

　
　
正た

だ
し

日
本
共
産
党

中な
か
に
し西

　
敦あ

つ
の
ぶ信

▲葉山橋

▲学校給食の様子

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果
、

人
事
、
請
願
等

行
政
視
察
等

一
般
質
問
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共
働
き
家
庭
が
増
え
る
中
、
本
市
は
祖

父
母
に
よ
る
「
孫
育
て
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
親
世
代
と

祖
父
母
世
代
の
子
育
て
に
関
す
る
ギ
ャ
ッ
プ

を
解
消
す
る
た
め「
孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

�

子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
や
子
育

て
に
係
る
制
度
な
ど
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、

子
育
て
の
方
法
等
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
親
世
代
と
祖
父
母
世
代
が
理
解

を
深
め
合
い
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
お
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
、
祖
父
母
世
代
に
よ
る
子
育

て
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
祖
父
母
世

代
が
子
育
て
に
関
わ
る
ツ
ー
ル
等
と
し
て
有

効
と
考
え
る
た
め

導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

孫
育
て
に
対
す
る
捉
え
方

問答

	

台
風
の
影
響
に
よ
り
会
場
を
出
島
メ
ッ

セ
長
崎
に
変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
、
開
催
費

用
は
ど
の
く
ら
い
変
更
が
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
な
ぜ
内
閣
総
理
大
臣
や
長
崎
県
知
事
は

参
列
し
な
か
っ
た
の
か
。

�

参
列
者
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、

苦
渋
の
判
断
で
屋
内
会
場
に
お
い
て
原
則
、

主
催
者
の
み
の
縮
小
開
催
と
し
た
。
来
賓
に

つ
い
て
も
、
全
て
参
列
を
見
合
わ
せ
て
い
た

だ
き
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
長
崎
県
知
事
か

ら
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

　
会
場
変
更
に
伴
う
主
な
費
用
は
、
平
和
公

園
の
会
場
設
営
の
中
断
に
伴
い
、
工
事
等
の

契
約
金
額
が
約
620
万
円
減
の
約
4,060
万
円
と

な
っ
た
が
、
サ
ブ
会
場
と
し
て
い
た
出
島

メ
ッ
セ
長
崎
の
借
上
料
が
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

等
に
よ
り
約
20
万
円
増
と
な
っ
た
。

　
今
年
の
経
験
を
踏
ま
え
、
同
様
の
事
態
や

様
々
な
ケ
ー
ス
を
想

定
し
つ
つ
、
次
年
度

以
降
の
円
滑
な
開
催

に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。 今

年
の
平
和
祈
念
式
典
の
検
証

問答

市
民
ク
ラ
ブ

山や
ま
ぐ
ち口

た
か
ゆ
き

日
本
維
新
の
会

梅う
め
も
と本

け
い
す
け

	

6
月
定
例
会
で
事
業
の
財
源
と
し
て
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
を
進
め
る
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
い
つ
頃
開
始
し
、
寄
附
金
の

使
途
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

�

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活
用
は
、
寄
附

金
が
貴
重
な
財
源
と
な
る
と
と
も
に
、
猫
の

殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
施
策
や
本
市
の
現
状

等
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
寄
附
金
の
使
途
を
は
じ
め
、
寄
附

の
手
法
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

寄
附
金
を
多
頭
飼
育
崩
壊
の
防
止
や
セ
ン

タ
ー
の
収
容
猫
へ
の
支
援
、

不
妊
去
勢
手
術
費
の
助
成

な
ど
に
活
用
す
る
と
い
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か

ら
の
提
案
も
踏
ま
え
、
制

度
の
活
用
が
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
し
た
仕
組

み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
関
係
課
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

来
年
度
の
実
施
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組

問答

	

少
し
で
も
早
い
完
成
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
が
、
現
在
の
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

日
見
地
区
の
市
営
住
宅
の
う
ち
老
朽
化

に
よ
る
機
能
低
下
が
進
ん
で
い
る
建
物
に
つ

い
て
約
5
割
縮
減
し
、
約
290
戸
の
建
て
替
え

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
第
1
期
と

し
て
約
60
戸
の
整
備
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用
す
る
設
計
施
工

一
括
方
式
に
よ
る
整
備
を
行
う
た
め
、
民
間

事
業
者
の
公
募
、
選
定
な
ど
の
準
備
を
行
う

と
と
も
に
、
入
居
者
で
組
織
す
る
建
て
替
え

協
議
会
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

　
今
年
度
、
事
業
者

の
募
集
手
続
き
に
入

り
、
来
年
度
か
ら
設

計
・
建
設
工
事
に
着

手
し
、
令
和
9
年
度

に
第
1
期
住
棟
が
完

成
予
定
で
あ
る
。
第

1
期
着
手
か
ら
第
3
期
ま
で
は
約
10
年
を
要

す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
遅
れ
が
生
じ
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

日
見
地
区
の
市
営
住
宅
の
建
て
替
え

問答

新
出
島
ク
ラ
ブ

阿あ

べ部
の
ぞ
み

自
民
創
生

山や
ま
し
た下

　
巌い

わ
き記

▲平和祈念式典の様子

概
要

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果
、

人
事
、
請
願
等

行
政
視
察
等

一
般
質
問
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　木鉢地区ふれあいセンター昇降機設置工事におい
て、昇降機メーカーの技術者が不足し、確保が困難
となっていることから、工事が年度内に完了しない
見込みであるため、ふれあいセンター施設整備事業
費に係る繰越明許費が計上されました。
　委員会では、今後、物価高騰などによって、材料
費や工事費が高騰した場合の対応について質すなど、
慎重に審査をしました。

　その結果、部局間で工事を依頼する場合には、依
頼をする所属と受ける所属
の双方が自分たちの業務と
認識し、説明責任を果たせ
るよう庁内で意思統一を
図ってほしいとの要望を付
した賛成意見が出され、異
議なく原案を可決しました。

総		務		委		員		会 木鉢地区ふれあいセンター施設整備に係る令和５年度一般会計補正予算（第８号）を可決

　第140号議案「（仮称）長崎市中部学校給食センター
整備運営事業に係る契約の締結について」は、旧川
平小学校跡地において、令和８年９月から中部地区
の学校給食センターの供用開始を目指そうとするも
のです。
　委員会では、受注者に不測の事態が発生した場合
のバックアップ体制について質すなど、慎重に審査
しました。

　その結果、複数の学校給食センターの運営を同一
の企業に委ねることは、リスク分散を考えていく上
で問題がある、子どもたちに安全安心な給食を提供
するための十分な施設が整っているとは言えないな
どの反対意見が出されました。一方、子どもたちへ
の給食の安定供給に向けて、慎重で丁寧な予算執行
に努めてほしいなどの要望を付した賛成意見が出さ
れ、採決の結果、賛成多数で原案を可決しました。

教育厚生委員会 （仮称）長崎市中部学校給食センターの整備運営に係る契約議案を可決

　土木費において、バスの接近情報などの運行状況
をリアルタイムで表示するスマートバス停の整備を
支援するための都市交通対策事業費や、長崎稲佐山
スロープカーの運営業務における人員配置の見直し
に係る経費を増額するための公園等維持管理費等が
計上されました。
　委員会では、スマートバス停の今後の整備方針や
経費の負担割合について質すとともに、稲佐山スロー
プカーの人員配置の見直しに係る経費が増額となっ
た経緯等を質すなど、慎重に審査しました。

　その結果、今回の補正の稲佐山スロープカーの人
員配置の見直しに係る経費のうち、本市が令和４年
度に支払うべきであった経費については、令和５年
度に負担金という形で支出をすることによる他の施
設などへの影響を考慮すると認められないとの理由
により、６人の委員から連名で、予算計上された令
和４年度の支払いに係る負担金1,555万4,000円を減
額しようとする修正案が提出され、採決の結果、全
会一致で修正可決されました。

建設水道委員会 スマートバス停の整備支援に係る都市交通対策事業費や長崎稲佐山スロープカーの運営業務に係る公
園等維持管理費など、令和５年度一般会計補正予算（第６号）（建設水道委員会付託分）を修正可決

　農林水産業費において、橘湾で発生した赤潮によ
る深刻な被害を受けた養殖業者に対し、県と連携し
てへい死した養殖魚の代替魚導入等を支援するため
の養殖魚赤潮被害緊急対策事業費補助金が計上され
ました。
　委員会では、赤潮の発生要因の分析状況と今後の
具体的な対応策、養殖共済の支払い時期、代替魚導
入における魚種の考え方について質すなど、慎重に

審査しました。
　その結果、県・市が協力して国に対する要望活動
を行い、養殖業者が事業を
継続できるよう支援を行っ
てほしいとの要望を付した
賛成意見が出され、異議な
く原案を可決しました。

環境経済委員会 養殖魚赤潮被害緊急対策事業費補助金に係る令和５年度一般会計補正予算（第７号）（環境
経済委員会付託分）を可決

▲木鉢地区ふれあいセンター

▲橘湾の養殖筏の様子

概
要

一
般
質
問

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

議
決
結
果
、

人
事
、
請
願
等

行
政
視
察
等

常
任
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容
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�
議決結果 ※賛成者は「〇」、反対者は「×」、欠席者は「欠」、除斥者は「除」、退席者は「－」と表記しています。

※議長は表決に加わらないため、「/」表記としています。

議案
番号 議案名 議決

結果

自民創生 市民クラブ 公明党 新出島
クラブ

ながさき
ミライ

日本維
新の会

日本
共産党

明政
クラ
ブ

相
川
　
和
彦

浅
田
　
真
五

岩
永
　
敏
博

梅
元
　
建
治

柿
田
　
　
正

澤
㔟
み
ず
き

竹
田
　
雄
亮

深
堀
　
義
昭

山
﨑
　
　
猛

山
下
　
巌
記

吉
原
　
　
孝

池
田
　
章
子

五
輪
　
清
隆

井
上
　
重
久

梅
原
　
和
喜

木
森
　
俊
也

中
里
　
泰
則

中
山
　
　
大

野
口
　
達
也

山
口
た
か
ゆ
き

山
谷
よ
し
ひ
ろ

永
尾
　
春
文

林
　
　
広
文

久
　
八
寸
志

福
澤
　
照
充

向
山
　
宗
子

山
本
　
信
幸

阿
部
の
ぞ
み

武
次
　
良
治

毎
熊
政
直（
議
長
）

山
口
ま
さ
よ
し

平
　
た
け
し

高
橋
　
佳
子

平
野
　
　
剛

森
き
ょ
う
へ
い

梅
本
け
い
す
け

都
留
や
す
と
し

大
石
ふ
み
き

中
西
　
敦
信

筒
井
　
正
興

93号 教育委員会の委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
94号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

95号 令和５年度長崎市一般会計補正予算
（第６号）

修正
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

96号 令和５年度長崎市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

97号 令和５年度長崎市介護保険事業特別
会計補正予算（第１号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

100 ～ 
128号

長崎市障害福祉サービス事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例
ほか28件

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

129号 災害派遣手当等に関する条例の一部
を改正する条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

130号 督促手数料の廃止に伴う関係条例の
整備に関する条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

131号 長崎市手数料条例の一部を改正する
条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

132号 長崎市旅館業法施行条例の一部を改
正する条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

133号
長崎市空家等対策の推進に関する条例
及び長崎市老朽危険空家等を除却した
土地に係る納税義務者の固定資産税の
減免に関する条例の一部を改正する条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

134号 長崎市火災予防条例の一部を改正す
る条例

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

135号 財産の取得について（事務用ノートパ
ソコン）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

136号 工事の請負契約の締結について（西
浦上小学校改築主体工事）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

137号 工事の請負契約の締結について（西
浦上小学校改築管工事）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

138号 工事の請負契約の締結について（西
浦上小学校改築電気工事）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

139号
工事の請負契約の一部変更について

（長崎駅周辺土地区画整理事業高架
広場撤去工事）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

140号
（仮称）長崎市中部学校給食センター
整備運営事業に係る契約の締結につ
いて

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

141号 令和５年度長崎市一般会計補正予算
（第７号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

142号 令和５年度長崎市一般会計補正予算
（第８号）

原案
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 
３号

「消費税インボイス制度の実施延期」
を国に求める請願について 不採択 × × × × × × × × × × × 〇 × × × × 〇 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 ×

請願・陳情
　委員会審査を行った請願・陳情は、次のとおりです。
▶　「消費税インボイス制度の実施延期」を国に求める請願
� （総務委員会／不採択）
▶　長崎市南部地域における子どもたちの水泳環境の整備を求める陳情
� （総務委員会）

	人事	
▶教育委員会の委員
�　田崎　飛鳥　氏（新任）
�　松尾　功子　氏（新任）
▶人権擁護委員の候補者
�　石橋　智和子氏（新任）
�　浦川　恭子　氏（新任）
�　加藤　正美　氏（再任）
�　黒岩　英一　氏（再任）

※100号～128号については、国が示す基準が変更された際に、それに伴う市の条例の改正をその都度行わないでよい
　ように条例の規定形式を見直すもので、同様の理由により条例改正するものについてもまとめて記載しています。
　全ての条例名は、長崎市議会ホームページでご覧になれます。

長崎市議会事務局Facebook
議会の動きを発信しています！
◀�長崎市議会事務局キャラクター「バテイさん」
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　常任委員会の付託案件に係る調査事項について、次のとおり行政視察を行いました。

委員会名・調査目的 派遣委員 期間 調査都市等・主な項目

総 務 委 員 会
行財政の効率的運営及び
重要施策の推進について

竹田　雄亮、浅田　真五
福澤　照充、向山　宗子
山﨑　　猛

７月18日
～ 20日

鶴 岡 市：�SDGs未来都市・鶴岡の取組（鶴
岡サイエンスパークの取組）など

高橋　佳子、五輪　清隆
都留やすとし、山口たかゆき

７月31日
～８月２日

西 尾 市：�LINEを活用した行政サービスの
デジタル化など

西 宮 市：�DXの推進など
東大阪市�：東大阪市文化創造館

教 育 厚 生 委 員 会
民生福祉、保健行政及び
教育行政の充実について

柿田　　正、相川　和彦
澤㔟みずき、平　たけし
久　八寸志

８月１日
～３日

福 山 市：福山ネウボラの強化など
名古屋市：�ナゴヤ・スクール・イノベーショ

ン事業など
中山　　大、池田　章子
井上　重久、大石ふみき
筒井　正興

８月１日
～３日

札 幌 市：�札幌市子ども発達支援総合セン
ター「ちくたく」など

杉 並 区：部活動の地域移行など

環 境 経 済 委 員 会
環境行政の充実及び地域
産業の活性化について

永尾　春文、木森　俊也
林　　広文、森きょうへい

７月18日
～ 20日

釧 路 市：�ゼロカーボンパークの取組
株式会社オークネット・アイビーエス
　　　　�：粗大ごみ画像認識AI用API
台 東 区：食品ロス削減の取組

山下　巌記、梅元　建治
中西　敦信、深堀　義昭
山口まさよし

７月18日
～ 20日

八 戸 市：八戸広域観光推進事業など
山�形�市�：山形市売上増進支援センター
� （Y-biz）運営事業など

建 設 水 道 委 員 会
都市基盤及び住環境の整備
のさらなる充実について

山谷よしひろ、梅本けいすけ
野口　達也、平野　　剛

７月19日
～ 21日

旭 川 市：中心市街地活性化推進基本計画など
札 幌 市：�札幌駅前通地区に関する官民協働

のまちづくりなど
阿部のぞみ、岩永　敏博
武次　良治、山本　信幸
吉原　　孝

７月24日
～ 26日

丹波篠山市：伝統的建造物群保存地区での取組
下 関 市：下関海峡エリアビジョンなど

※常任委員会の行政視察報告書は、長崎市議会ホームページでご覧になれます。

１２月 定 例 会 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土
12/3 4 5 6 7 8 9

本会議 本会議 本会議
（招集日） （市政一般質問） （市政一般質問）

10 11 12 13 14 15 16
本会議 本会議 常任委員会 常任委員会 常任委員会（市政一般質問） （市政一般質問）

17 18 19 20 21 22 23

常任委員会 特別委員会 本会議
（委員長報告等）

※日程は変更となる場合があります。

傍聴の際は、補聴援助システムが利用できます
　聴覚に障害のある方や難聴の方が本会議や委員会を傍聴す
る際に、会議の音声を鮮明に聴き取ることができるように補
聴援助システムを導入し、機器を貸し出しています。
　イヤホンかヘッドホンを選べますので、利用を希望される
場合は、傍聴の受付の際にお申し出ください。（数に限りがあ
ります。）

次号：令和６年２月１日発行予定
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